














































法はこの CAP による識別の問題点を解決するために，重み付 CAP による識別を
提案する．加えて，CAP による識別では全カテゴリーで一定としている k の値を
可変とし，識別時において最適な値に設定する可変 CAP による識別を提案し，こ
れらの改良型 CAP の有効性について比較検討した．その結果，両手法において通
常の CAP による識別よりも識別精度が向上し，また k が大きくなりすぎたことに
よる識別率の低下が軽減することを確認した． 
次に，第四章において複数の特徴量によるオンライン筆者識別について述べる．
本手法では，特徴量としてサンプリング点の xy 座標情報や方向コードに加え，ペ
ン角度といった非形状情報を併用することの有効性について検討した．その結果，
各々の特徴量を単体で用いた場合よりも識別率が向上し，ペン角度においては単
体では他の特徴量よりも識別率は低いものの，併用による識別率の向上効果は一
番高いと言う結果が確認できた．  
最後に，第五章においてストローク単位によるオンライン筆者識別について述
べる．第三章において，辞書パターンを未知パターンにより近づけることにより，
識別精度が向上することを確認することができた．本手法は，このことから文字
をストローク単位に分解，再構成し，文字単位と比べ辞書パターンをより未知パ
ターンに近づけることで識別精度の向上を図るものである．本手法における識別
手法は，第三章における改良型 CAP であるが，ストローク単位とすることでより
小さい k で高い識別率を示すことが確認された．また，識別率も文字単位と比べ
高い精度を示した．これらの結果は，ストローク単位に分解，再構成することで，
文字単位に比べより多様なパターンが作成できるためと考えられる．  
以上の研究内容により，オンライン筆者識別における識別精度の向上が本手法
の成果として挙げられる． 
